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むかし、 むかし、 あると ころに、 おじいさん とおば 

あさんが ありました。 

しょろ じさ 

正直な、 人の いいお じいさんと おばあさん どうし 

でした けれど、 子どもがない ので、 飼 大の白 を、 ほん 

とうの 子どもの ように かわいがって いました。 白 も、 

おじいさんと おばあさんに、 それ はよ くな ついてい ま 

した。 

すると、 おとなり にも、 おじいさんと おばあさんが 

ありました。 このほう は、 いけない、 欲ば りのお じい 



をく ださいました。 

よく 

すると また、 おとなり の 欲ば リぉ じいさんが、 それ 

をき いて、 うらやま しがって、 のこって いる 灰 を かき 

しよ-つじ さ 

あつめて ざるに 入れて、 正直お じいさん のまね をして 

「花咲か じじい、 花咲か じじい、 日本一 の 花咲か じじ 

い、 枯れ木に 花 を 咲かせましょう」 

と、 往来 を どなって あるきました。 

すると こんど も、 殿 さまが とおりかかって、 

「こないだの 花咲か じじいが きたな。 また 花 を 咲かせ 

て 見せよ」 

といい ました。 欲ば りお じいさん は、 とくいら しい 顔 



をしながら、 灰 を 入れたざる を かかえて、 さくらの 木 

に 上がって、 おなじように、 

「金の さくら、 さらさら。 

銀の さくら、 さらさら」 

ととな えながら、 やたらに 灰 を ふりまき ましたが、 い つ 

こうに 花 は 咲きません。 する うち、 どっと ひどい 風が 

I 尺，； -リょ しま I つまつ まゝっ 

吹いて きて、 灰 は 遠慮な しに 四方八方へ、 ばらばら、 

ばらばらち つ て、 殿 さま や ご 家来の 目 や 鼻の なか へ は 

いりました。 そこで もこ こで も、 目 を こする やら、 く 

しゃみ をす る やら、 あたまの 毛 を はらう やら、 たいへ 

んな さわぎに なりました。 殿 さま はたい そうお 腹立ち 
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